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(57)【要約】
【解決する課題】本発明は、その構成が簡易であり、ネ
ットを適切の広げた状態で吊り張りできるネット又はシ
ート体の吊り張り装置、及びネット又はシート体の吊り
張りシステムを提供することを課題とする。
【解決手段】空間部に設置した昇降用のウインチと、該
昇降用のウインチにより昇降移動する複数本の吊下用ロ
ープと、該吊下用ロープに連結したネット又はシート体
から構成されたネット又はシート体の吊張装置において
、前記ネット又はシート体の上方側には、ネット又はシ
ート体に並行に架け渡した横調整用ロープと、該横調整
用ロープを移動する横調整用のウインチが設けられ、前
記横調整用ロープには、吊下用ロープをそれぞれ挿通し
、横方向にスライドする挿通体が取り付けられているこ
とである。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
空間部に設置した昇降用のウインチと、該昇降用のウインチにより昇降移動する複数本の
吊下用ロープと、該吊下用ロープに連結したネット又はシート体から構成されたネット又
はシート体の吊り張り装置において、前記ネット又はシート体の上方側には、ネット又は
シート体に並行に架け渡した横調整用ロープと、該横調整用ロープを移動する横調整用の
ウインチが設けられ、前記横調整用ロープには吊下用ロープをそれぞれ挿通し、横方向に
スライドする挿通体が取り付けられていることを特徴とするネット又はシート体の吊り張
り装置。
【請求項２】
空間部に設置した昇降用のウインチを駆動して複数本の吊下用ロープを巻き取り移動し、
該吊下用ロープに連結したネット又はシート体を上方に移動することで空間部にネット又
はシート体を吊り張りするネット又はシート体の吊り張りシステムにおいて、前記ネット
又はシート体の上方側で横調整用のウインチを駆動してネット又はシート体に並行に架け
渡した横調整用ロープを引っ張り移動することで、前記吊下用ロープを挿通した挿通体を
横調整用ロープに沿ってネット又はシート体を広げる方向にスライドして空間部にネット
又はシート体を吊り張りすることを特徴とするネット又はシート体の吊り張りシステム。
【発明の詳細な説明】
【発明の詳細な説明】

【技術分野】
【０００１】
本発明は、例えば防球用として使用するネット体、空間部を間仕切りするシート体を吊り
張りするのに使用するネット又シート体の吊り張り装置、及びネット又はシート体の吊り
張りシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
従来、屋内又は屋外の空間部に防球用として又は間仕切り用としてネット体を吊り張りす
る。
【０００３】
上記ネット体の吊り張り装置としては、空間部の所望の位置（屋内の天井側、側壁、屋外
の支柱等）に設置した複数個の巻取方式のウインチと、該ウインチの巻回ドラムの回転駆
動で移動する複数本の吊下用ロープ（以下、ワイヤロープ、樹脂製ロープ等の総称として
ロープと記載）と、該吊下用ロープを吊り下げるべく上方側に取り付けられた滑車と、該
滑車を介して上方より吊り下げられた吊下用ロープの先端に連結されたネット体から構成
されている。
【０００４】
上記装置は、ウインチの巻回ドラムを回転駆動して各吊下用ロープを巻回ドラムで巻き取
ることで、ネット体を上方に移動して空間部に吊り張りし、また吊下用ロープを巻回ドラ
ムより引き出すことでネット体を下方に移動し床側で吊下用ロープより取り外してネット
体を収納する。
【０００５】
空間部に吊り張りしたネット体はその荷重で上端中央部分が下方に大きく撓むために、例
えば、ネット体の上端部に沿って直線状のバトンパイプを取り付け横方向に広げたり、ネ
ット体の両上端側に別体の引張用ロープをそれぞれ連結し、該引張用ロープをウインチ駆
動することで引っ張り移動する方法が取られている。
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
しかしながら、上記従来のネット体の吊り張り装置はネット体の荷重を複数本の吊下用ロ
ープで分散しているもののネット体の荷重が直接吊下用ロープにかかるためにウインチの
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駆動に大きな駆動力を必要とする。
【０００７】
また、バトンパイプをネット体に取り付ける場合は、その取り付け作業が煩雑であり、さ
らにバトンパイプによりネット体の荷重が増すという欠点がある。
【０００８】
また、ネット体の両上端側をロープで引っ張る場合は、両ウインチの駆動及び吊下用ロー
プの移動用のウインチの駆動、されにロープの引っ張り力をそれぞれ調整しながら吊り張
りしなければならずその微調整が煩雑である。
【０００９】
さらに、空間部に吊り張りするネット体は大面積であるために、空間部に適切の広げた状
態で吊り張りすることは煩雑作業を有する。
【００１０】
そこで、本発明は、上記課題を解決するものであって、構成が簡易であり、且つ確実にネ
ット体を広げた状態で空間部に吊り張りできるネット又はシート体の吊り張り装置及びネ
ット又はシート体の吊り張りシステムを提供することを課題とするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
上記課題を解決する本発明の解決手段としてのネット又はシート体の吊り張り装置は、請
求項１に記載のように、空間部に設置した昇降用のウインチと、該昇降用のウインチによ
り昇降移動する複数本の吊下用ロープと、該吊下用ロープに連結したネット又はシート体
から構成されたネット又はシート体の吊り張り装置において、前記ネット又はシート体の
上方側には、ネット又はシート体に並行に架け渡した横調整用ロープと、該横調整用ロー
プを移動する横調整用のウインチが設けられ、該横調整用ロープには吊下用ロープをそれ
ぞれ挿通し、横方向にスライドする挿通体が取り付けられていることを特徴とする。
【００１２】
また、解決手段としてのネット又はシート体の吊り張りシステムは、請求項２に記載のよ
うに、空間部に設置した昇降用のウインチを駆動して複数本の吊下用ロープを巻き取り移
動し連結したネット又はシート体を上方に移動することで空間部にネット又はシート体を
吊り張りするネット又はシート体の吊り張りシステムにおいて、該ネット又はシート体の
上方側でネット又はシート体に並行に架け渡した横調整用ロープを横調整用のウインチを
駆動して引っ張り移動することで、前記吊下用ロープを挿通した挿通体を横調整用ロープ
に沿ってネット又はシート体を広げる方向にスライドして空間部にネット又はシート体を
吊り張りすることを特徴とする。
【発明の作用及び効果】
【００１３】
本発明のネット又はシート体の吊り張り装置、及びネット又はシート体の吊り張りシステ
ムの作用効果について説明する。
【００１４】
先ず、空間部のネット又はシート体を吊り張りする位置の一方側、又は両方側に横調整用
のウインチを設置し、該横調整用のウインチの巻回ドラムを回転駆動し横調整用ロープを
引き出し、ネット又はシート体を吊り張りする空間部の上方側でネット又はシート体の吊
り張り方向に並行状態に架け渡す。
【００１５】
その後、空間部に昇降用のウインチを設置し、該昇降用のウインチの巻回ドラムを回転駆
動して複数本の吊下用ロープを空間部上方に取り付けた滑車を介して下方側に引き出す。
【００１６】
この際、前記吊下用ロープは横調整用ロープに取り付けられた挿通体に挿通して引き出す
ことで、ネット又はシート体の荷重を分散するとともに、吊下用ロープを横調整用ロープ
に沿ってスライド移動可能となる。
【００１７】
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次に、前記各吊下用ロープの先端をそれぞれ吊り張りするネット又はシート体の上端側に
連結する。
【００１８】
次に、前記昇降用のウインチの巻回ドラムを回転駆動して複数の吊下用ロープを巻き取り
、横調整用ロープの下方位置に移動するとともに、前記横調整用のウインチの巻回ドラム
を回転駆動し横調整ロープを巻き取り緊張することで、吊下用ロープはネット又はシート
体への連結位置と直線状になるように挿通体を横調整用ロープに沿ってスライド移動し、
横方向にネット又はシート体を広げながら吊り張りする。
【００１９】
この際、吊下用ロープは挿通体で高さ方向も調整され、適切な位置でネット又はシート体
に連結して吊り張りすることができる。
【００２０】
また、昇降用のウインチの巻回ドラムを回転駆動して吊下用ロープを引き出すとともに、
横調整用のウインチの巻回ドラムを回転駆動して横調整ロープを引き出すことで、挿通体
を上記と逆方向にスライド移動し吊下用ロープの直線状が解除され、スムーズにネット又
はシート体を収納する方向に移動する。
【００２１】
このように、本発明のネット又はシート体の吊り張り装置、及びネット又はシートの吊り
張りシステムは、その構成が簡易であり、常にネット又はシート体を広げた状態で吊り張
りできる。
【００２２】
また、吊下用ロープと横調整用ロープとでネット又はシート体の荷重を分散できるために
、小さな力で昇降用のウインチを駆動できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
次に、本発明に係るネット又はシート体の吊り張り装置、及びネット又はシート体の吊り
張りシステムの各実施例を、図面を参照して説明する。
【００２４】
図１は本発明のネット又はシート体の吊り張り装置の第１実施例を示す概略説明正面図で
あり、図２は横調整用ロープに取り付けられた挿通体のスライド移動を示す概略説明正面
図であり、図３は図１のネット又はシート体の吊り張り装置の収納状態を示す概略説明正
面図であり、図４は本発明のネット又はシート体の吊り張り装置の第２実施例を示す概略
説明正面図であり、図５は本発明のネット又はシート体の吊り張り装置の第３実施例を示
す概略説明正面図であり、図６は本発明のネット又はシート体の吊り張り装置の第４実施
例を示す概略説明正面図であり、図７は本発明のネット又はシート体の吊り張り装置の第
５実施例を示す概略説明正面図である。
【００２５】
（第１実施例）
　本発明のネット又はシート体の吊り張り装置１は、屋内の空間部２０の所望の位置に設
置する巻取方式（又はエンドレス方式のウインチとリール）の昇降用のウインチ２と、該
昇降用のウインチ２の巻回ドラム３に巻回し、途中より複数本に枝分かれした吊下用ロー
プ４と、該吊下用ロープ４の先端側に連結具（図示せず）を介して連結したネット体（又
はシート体）５と、該ネット体５を吊り張りした際、該ネット体５の上方側に位置しネッ
ト体５の吊り張り方向に沿って並行に架け渡した横調整用ロープ６と、該横調整用ロープ
６を巻回ドラム７に巻回した巻取方式（又はエンドレス方式のウインチとリール）の横調
整用のウインチ８から構成されている。
【００２６】
前記横調整用ロープ６の先端側は、空間部２０の側壁に固定し、横調整用のウインチ８で
水平方向に吊り張りする。また、各吊下用ロープ４を挿通し横調整用ロープ６に沿って水
平方向にスライド移動する複数個の挿通体９が設けられている。
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【００２７】
前記吊下用ロープ４はネット体５の大きさに応じて本数が決定され、空間部２０の天井側
に取り付けられた滑車１０を介して取り出される。
【００２８】
尚、吊下用ロープ４を移動する昇降用のウインチ２の数は、吊下用ロープ４の本数によっ
て決定される。実施例では１台の昇降用のウインチ２で行う。
【００２９】
また、吊下用ロープ４のネット体５への連結において、ネット体５の上端側に沿って等間
隔で連結する。
【００３０】
ネット体５の上後端側は、前記横調整用ロープ６に一端側を連結した補助横調整用ロープ
１１の先端側を連結し、前記横調整用のウインチ８で引っ張り移動する。
【００３１】
次に、屋内の空間部２０に上記ネット又はシート体の吊り張り装置１を用いて防球用とし
て吊り張りする場合について説明する。
【００３２】
先ず、ネット体５を吊り張りする空間部２０の上方の一方の側面に横調整用のウインチ８
を設置し、該横調整用のウインチ８の巻回ドラム７を回転駆動して横調整用ロープ６を引
き出し移動し、ネット体５の上方側でネット体５の吊り張り方向に並行に横調整用ロープ
６を架け渡し、その先端側を他方の側面に固定する。
【００３３】
次に、空間部２０の天井側に昇降用のウインチ２を１台設置し、該昇降用のウインチ２の
巻回ドラム３を回転駆動し、天井側に取り付けられた滑車１０を介して同時に枝分かれし
た複数本の吊下用ロープ４を床側まで引き出し、ネット体５の上端側の先端部及び上端側
に沿って等間隔でそれぞれ連結する。
【００３４】
この際、吊下用ロープ４は前記横調整用ロープ６に取り付けられた挿通体９に挿通した後
、先端側をネット体５に連結することで、吊下用ロープ４は横調整用ロープ６に沿って横
方向にスライド移動自在に取り付けられる。
【００３５】
その後、横調整用ロープ６に一端側を連結した補助横調整用ロープ１１の先端側を前記ネ
ット体５の上後端側に連結する。
【００３６】
次に、昇降用のウインチ２の巻回ドラム７を回転駆動し各吊下用ロープ４を巻き取るとと
もに、横調整用のウインチ８の巻回ドラム７を回転駆動し横調整用ロープ６を巻き取るこ
とで、吊下用ロープ４を滑車１０とネット体５の連結部間が直線状になるように引っ張り
、横調整用ロープ６を緊張すべく水平状態に引っ張り、さらに、補助横調整用ロープ１１
でネット体５を広げるように引っ張る。
【００３７】
これにより、挿通体９は横調整用ロープ６に沿ってネット体５が広がる方向に移動し、吊
下用ロープ４の直線状の位置に対応することができる。このため、従来のように固定して
連結する場合に比し、ネット体５を広げた状態に対応し易く、また、ネット体５の部分的
な弛みが少ないという利点がある。
【００３８】
また、前記横調整用ロープ６、吊下用ロープ４及び補助横調整用ロープ１１によりネット
体５の荷重を分散しているために、ネット体５の吊り張り移動をスムーズに行える。
【００３９】
次に、空間部２０のネット体５を収納する場合は、上記と逆に昇降用のウインチ２の巻回
ドラム３を回転駆動し各吊下用ロープ４を下方側に引き出すとともに、横調整用のウイン
チ８の巻回ドラム７を回転駆動し横調整用ロープ６、及び補助横調整用ロープ１１を引き
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出すことで、挿通体９をフリーの状態にしてネット体５を下方側に移動し、吊下用ロープ
４との連結を解除して取り外し収納する。
【００４０】
この際、ネット体５の荷重により挿通体９は横調整用ロープ６に沿って中央側に移動し、
スムーズに吊下用ロープ４の引き出し移動できる。
【００４１】
このように、挿通体９が横調整用ロープ６に沿ってスライド移動するためにネット体５の
吊り張り時は、吊下用ロープ４が直線状となるようにスライド移動してネット体５を広げ
た状態で吊り張りし、ネット体５の収納時は、挿通体９が横調整用ロープ６に沿ってフリ
ーの状態となり、ネット体５を畳みながらスムーズ収納することができる。
【００４２】
また、ネット体５の荷重も各ロープで分散しているために、ネット体５を損傷することな
く吊り張り移動及び収納移動することができる。
【００４３】
（第２実施例）
　次に、本発明のネット又はシート体の吊り張り装置１の第２実施例について説明する。
特に第１実施例と相違する部分についてその構成及び作用を記載する。
【００４４】
実施例１の吊下用ロープ４の先端吊下用ロープ４Ａは側壁（横調整用ロープ６の先端を固
定した側壁）に取り付けられた滑車１７を介して一端側の挿通体９Ａに連結し、該挿通体
９Ａに挿通してネット体５に連結した吊下用ロープ４を巻き取り移動するとともに、横調
整用ロープ６を巻き取り移動することで、吊下用ロープ４を直線状に位置する際、先端吊
下用ロープ４Ａを同時に巻き取ることで、挿通体９Ａを外方向（ネット体５が広がる方向
）に引っ張り、挿通体９Ａのスライド移動を補助する。
【００４５】
また、吊下用ロープ吊４の後端側下用ロープ４Ｂは、他端側の挿通体９Ｂに連結し、該挿
通体９Ｂに挿通した吊下用ロープ４を巻き取り移動するとともに、横調整用ロープ６を巻
き取り移動することで、吊下用ロープ４を直線状に位置する際、後端吊下用ロープ４Ｂを
同時に巻き取ることで、挿通体９Ｂを外方向（ネット体５が広がる方向）に引っ張り、挿
通体９Ｂのスライド移動を補助する。
【００４６】
このように、先端吊下用ロープ４Ａと後端吊下用ロープ４Ｂとをそれぞれ逆方向に挿通体
９Ａ，９Ｂをスライド移動し、スムーズにネット体５を広げる。
【００４７】
また、上記挿通体９Ａ、９Ｂのスライド移動により、他の吊下用ロープ４はスムーズに滑
車１０とネット体５に連結部を直線状に位置することができる。
【００４８】
しかも、上記先端吊下用ロープ４Ａ、後端吊下用ロープ４Ｂ及び他の吊下用ロープ４は、
ウインチ２の駆動で同時に移動できるので、その構成が簡易であり頻繁なメンテナンスを
必要としない。
【００４９】
また、上記の構成により第１実施例のようにネット体５の端部に連結し、横調整用ロープ
６に連結した補助調整用ロープ１１は必要としない。
【００５０】
上記構成により、ネット体５を空間部２０に吊り張りする場合は、先ず、空間部２０の一
方側に設置した横調整用のウインチ８の巻回ドラム７を回転駆動し横調整用ロープ６を引
き出して先端側を他方側の側面に固定する。
【００５１】
次に、空間部２に設置した昇降用のウインチ２の巻回ドラム３を回転駆動し吊下用ロープ
４を天井側に取り付けた滑車１０を介して引き出し移動し、前記横調整用ロープ６にスラ
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イド自在に取り付けた挿通体９に挿通し先端部をネット体５の上部側に連結する。
【００５２】
この際、先端吊下用ロープ４Ａは、横調整用ロープ６の先端を固定した側壁の上部近傍に
取り付けた滑車１７を介して一端側の挿通体９Ａに連結し、後端吊下用ロープ４Ｂは、他
端側の挿通体９Ｂに連結する。
【００５３】
その後、前記昇降用のウインチ２の巻回ドラム３を回転駆動し吊下用ロープ４を巻き取り
移動するとともに、横調整用のウインチ８の巻回ドラム７を回転駆動し横調整用ロープ６
を巻き取り移動することで、ネット体５を空間部２０に吊り張りする。
【００５４】
この際、挿通体９が横調整用ロープ６に沿ってスライド移動し吊下用ロープ４を滑車１０
とネット体５間で直線状にするとともに、挿通体９Ａは連結した先端吊下用ロープ４Ａで
外方向に引っ張られ、挿通体９Ｂは連結した後端吊下用ロープ４Ｂで外方向に引っ張られ
る。
【００５５】
そして、吊下用ロープ４及び横調整用ロープ６により、ネット体５を広げた状態で空間部
２０に適切に吊り張りする。
【００５６】
次に、ネット体５を収納する場合は、昇降用のウインチ２の巻回ドラム３を回転駆動し、
吊下用ロープ４を引き出し移動するとともに、横調整用のウインチ８の巻回ドラム７を回
転駆動し、横調整用ロープ６を引き出し移動して、ネット体５を空間部２０の下方側に移
動する。
【００５７】
この際、先端吊下用ロープ４Ａ及び後端吊下用ロープ４Ｂも引き出し移動するために、ネ
ット体５の荷重により挿通体９Ａ、９Ｂは内側に移動し、スムーズにネット体５を収納で
きる。
【００５８】
このように、吊下用ロープ４で両端側の挿通体９Ａ，９Ｂを引っ張る方向にスライド移動
する作用があることで確実にネット体５を広げた状態で吊り張りできネット体５の大きさ
に係わらず対応することができる。
【００５９】
また、各吊下用ロープ４と横調整用ロープ６とでネット体５の荷重を分散するために、各
ロープの移動をスムーズに行える。
【００６０】
（第３実施例）
　次に、本発明のネット又はシート体の吊り張り装置１の第３実施例について説明する。
特に第１実施例と相違する部分について構成及び作用を記載する。
【００６１】
第１実施例の吊下用ロープ４は、先端の吊下用ロープ４Ａと後端吊下用ロープ４Ｂは横調
整用ロープ６にスライド自在に取り付けた挿通体９Ａ、９Ｂに挿通してネット体５の上端
部に連結し、他の吊下用ロープ４は挿通体９に連結する。該挿通体４は横調整用ロープ６
に固定又はスライドすべく構成されている。
【００６２】
前記横調整用ロープ６には、ネット体５と連結する複数の補助ロープ１８が取り付けられ
、横調整用ロープ６の後端側にはネット体５の端部に連結する補助調整用ロープ１１が連
結されている。
【００６３】
これにより、挿通体９Ａ、９Ｂに挿通した先端吊下用ロープ４Ａと後端吊下用ロープ４Ｂ
はネット体５の吊り張りにより横調整用ロープ６に沿ってスライド移動し、他の吊下用ロ
ープ４は横調整用ロープ６に連結されているために、横調整用ロープ６に水平位置を維持
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するとともに、補助ロープ１８にかかるネット体５の荷重を分散して支持する。
【００６４】
また、補助調整用ロープ１１によりネット体５の後端側を引っ張りスムーズに空間部２０
に広げた状態で吊り張りする。
【００６５】
次に、上記構成のネット又はシート体の吊り張り装置１を空間部２０に吊り張りする場合
について説明する。
【００６６】
先ず、空間部２０の一端側に設置した横調整用のウインチ８の巻回ドラム７を回転駆動し
横調整用ロープ６を引き出し、先端側を他端側の側壁に固定し、補助調整用ロープ１１を
ネット体５の上方後端部に連結し、複数本の補助ロープ１８をそれぞれネット体５の上端
側に連結する。
【００６７】
そして、空間部２０に設置した昇降用のウインチ２の巻回ドラム３を回転駆動し各吊下用
ロープ４を天井側に取り付けられた滑車１０を介して引き出し移動し、先端吊下用ロープ
４Ａと後端吊下用ロープ４Ｂは、横調整用ロープ６にスライド自在に取り付けた挿通体９
に挿通し先端部をネット体５の上端側に連結し、他の吊下用ロープ４は挿通体９に連結す
る。
【００６８】
次に、昇降用のウインチ２の巻回ドラム３を回転駆動し吊下用ロープ４を巻き取り移動す
るとともに、横調整用のウインチ８の巻回ドラム７を回転駆動し横調整用ロープ６を巻き
取り移動する。
【００６９】
この際、先端吊下用ロープ４Ａと後端吊下用ロープ４Ｂは挿通体９Ａ、９Ｂを横調整用ロ
ープ６に沿ってスライド移動し、滑車１０とネット体５間で直線状になるように移動し、
他の吊下用ロープ４は連結した挿通体９がスライド移動して滑車１０間で直線状になるよ
うに移動する。
【００７０】
また、補助調整用ロープ１１でネット体５の上方端部を引っ張り移動する。
【００７１】
これにより、ネット体５は空間部２０に適切に広げた状態で吊り張りすることができる。
【００７３】
しかも、横調整用ロープ６と吊下用ロープ４及び補助ロープ１８でネット体５の荷重を分
散してネット体５を吊り張り移動できるのでスムーズな横調整用ロープ６と吊下用ロープ
４の移動を可能とする。
【００７４】
次に、ネット体５を収納する場合は、昇降用のウインチ２の巻回ドラム３を回転駆動し吊
下用ロープ４を下方に移動するとともに、横調整用のウインチ８の巻回ドラム７を回転駆
動することで、横調整用ロープ６、及び補助調整用ロープ１１を引き出し、挿通体９を内
側にスライド移動しながらネット体５を下方側に移動し収納する。
【００７５】
このように、本発明のネット又はシートの吊張装置１は、ネット５の荷重を各ロープで分
散しながら移動するために少ない駆動力で各ウインチを駆動でき、従来のような頻繁なメ
ンテナンスを必要としない。
【００７６】
尚、上記各実施例では、横調整用ロープ６は先端側を側壁に固定したが本発明において側
壁の固定に限定されるものでなく、両端側に横調整用のウインチ８を設置し両ウインチ８
を駆動することで横調整用ロープ６を引っ張り移動することも可能である。
【００７７】
また、上記各実施例では、ネット体５の吊り張り移動として説明したが、本発明において
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【００７８】
（第４実施例）
　本発明のネット又はシート体の吊り張り装置１は、第１実施例の複数本の吊下用ロープ
４をウインチ２に設けられた複数個の径の相違する巻回ドラム７にそれぞれ巻回した構成
で、ウインチ２の巻回ドラム７を回転駆動して、各ドラムより吊下用ロープ４を引き出し
ネット体５を吊り張りする。
【００７９】
このため、個々の吊下用ロープ４を個別に移動することができ、束ねて移動する場合に比
し、その長さ調整が容易である。
【００８０】
上記ウインチ２の設置台数を調整することで、ネット体５の大きさに対応することができ
る。
【００８１】
（第５実施例）
　本発明のネット又はシート体の吊り張り装置１は、巻取方式の昇降用のウインチ２と、
径の相違する複数個の巻回ドラム７と、該巻回ドラム７に巻回した吊下用ロープ４と、空
間部２０に沿って並行に吊り張りした横調整用ロープ６と、該横調整用ロープ６を巻回し
た横調整用のウインチ８と、吊下用ロープ４を挿通し横調整用ロープ６に沿ってスライド
移動する挿通体９と、少なくとも２本の吊下用ロープ４の先端側に連結された複数枚のネ
ット５Ａで形成されたネット体５から構成されている。
【００８２】
尚、ネット体５を複数枚のネット５Ａで構成するために、該ネット体５の上端部に取り付
けた連結棒２０でネット５Ａを広げた状態で吊り張りできる。
【００８３】
また、個々のネット５Ａがそれぞれ相違する吊下用ロープ４に連結しているためにネット
５Ａの上方の高さを調整することができ、円弧状の空間部に対応することができる。
【００８４】
また、ネット体５はネット５Ａ毎にメンテナンス可能である。
【図面の簡単な説明】
【００８５】
【図１】本発明のネット又はシート体の吊り張り装置の第１実施例を示す概略説明正面図
【図２】横調整用ロープに取り付けられた挿通体のスライド移動を示す概略説明正面図
【図３】図１のネット又はシート体の吊り張り装置の収納状態を示す概略説明正面図
【図４】本発明のネット又はシート体の吊り張り装置の第２実施例を示す概略説明正面図
【図５】本発明のネット又はシート体の吊り張り装置の第３実施例を示す概略説明正面図
【図６】本発明のネット又はシート体の吊り張り装置の第４実施例を示す概略説明正面図
【図７】本発明のネット又はシート体の吊り張り装置の第５実施例を示す概略説明正面図
【符号の説明】
【００８６】
　１－ネット又はシート体の吊り張り装置、２－昇降用のウインチ、４－吊下用ロープ、
　５－ネット体（シート体）、６－横調整用ロープ、８－横調整用のウインチ
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